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現状

建物の省エネ化

住宅のコンパクト化

集合住宅率向上

集落のコンパクト化

自動車･農業機器効率化

冬期集住化

再生エネルギー導入

（太陽光＋バイオマス発電）

エネルギー利用モデル

現状を100とした場合の一次エネルギー（富良野市）

○北海道内には、太陽光や風力等の自然エネルギーや、燃料として活用可能な廃棄物等が豊富にありますが、現在は
それらを十分に有効活用できていません。

○道内の各地域でそれらのエネルギーを効果的に活用するためには、各地域の実情に応じたベストミックスを実現し
うるエネルギー利用モデルが必要です。

○エネルギー分散型利用を支援する統合型GIS（地理情報シス
テム）の開発

畜産系バイオガス
資源量（熱換算）

肉用牛 GJ/年

豚 GJ/年

バイオガス資源量

乳用牛 GJ/年

環境地質本部 地質研究所

背 景

各地域の特性に合わせたエネルギー利用モデルを考える
地域におけるエネルギーのベストミックスとは？

成 果

１ （さがす）再生可能エネルギー資源量の推計

富良野圏域におけるふん尿発生位置の調査から、バイオガス資源
量を推計し“みえる化”を行いました。

○再生可能エネルギー等の資源
量・利用可能量の推定手法の
開発

○エネルギー需要量の推定手法
の開発

○ 分散型エネルギーの供給シス

テムおよび利活用技術の開発
■エネルギー資源化、高効率

利活用技術開発

■各種施設の省エネルギー化
技術開発

○分散型エネルギー需給モデルの構築

■モデル地域や施設において実行可能性

調査を実施

■エネルギーの需給バランスを考慮した
利用モデルを提案

しめす（試行・実践）

富良野圏域、
美唄市、足寄町
南茅部・釧路町
ほか

概 要

つくる・ためる・つかうさがす（地域で発見する）
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協 力 機 関 ：自治体、企業等

２
（つくる）地域で利用可能なエネルギー
利用技術の開発

地域から発生するゴミを燃料とする小型で環境に優しい
（ダイオキシンの発生の少ない）ボイラーを開発しています。

開発中の小型ボイラー
（廃棄物固形燃料燃焼システム）

３ （しめす）モデル地域におけるエネルギー利用モデル

現状の地域のエネルギー収支を基にして、いくつかのエネルギー
利用モデルを想定した一次エネルギーの収支を試算しました。

ダイオキシン再合成の
軽減対策

燃料ホッパ

バーナ（３５０ｋＷ） 二次燃焼室 煙管式熱交換器 バグフィルタ

煙突

温度800℃以上
滞留時間2秒以上

排ガスの急冷

期待される効果

○自治体による地域エネルギービジョンの策定と実現

○企業等の地域エネルギー産業への活用

○地域における新たな産業創生と雇用創出
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